
 

 

  

 

県教育委員会では平成17年度から、県内各

地の文化財を一般の方々と巡る「文化財探検

隊」という事業を33市町村で実施してきた。

地元市町村教育委員会や文化財所有者、ガイ

ドの方々に御協力いただき、通常公開してい

ない文化財等も見学し、解説することで、多

くの文化財の魅力を紹介してきた。 

本事業は、年３回、各回50名程の参加者を

募り、６km前後のコースを６時間程で巡り、

地域の文化財である仏像や社寺建築、板碑
い た び

や

道標等の石造物、城跡や古墳といった遺跡等

を見学するものである。こう書くと毎回似た

ような内容と思われるかもしれないが、各文

化財の内容や歴史的背景は様々で、調べてい

くと、文化財間の関連性や当地の移り変わり、

当地の特徴までもが浮かび上がってきて、文

化財や地域の多様性を感じることができる。

毎回定員を超える応募があるため、参加者を

抽選で決定しているが、毎回応募される方も

多いので、同じ感想をお持ちの方もいらっし

ゃることだろう。 

令和元年度は台風により中止した回もあっ

たが、白井市と神崎町の２か所で実施した。

ここでは、神崎町での取組を紹介する。 

神崎町では、ＪＲ成田線の下総神崎駅から、

多くの文化財を残す神宮寺・神崎神社や古墳

や貝塚・板碑等も残る神崎城跡、そして神崎

の街並みを巡りながら、同駅まで戻るコース

をとった。現地の文化財や古地図、絵を辿る

と、近世近代の改修以前の利根川は、現在の

位置と異なり、神崎神社が鎮座する神崎森は、 

 

川（中世以前は香取の海）に突き出した岬島

状の山塊であったことに気が付く。河川交通

が中心であった時代においては、森の両たも

とが風待ちの良港だったこと、そして古くか

ら寺社が栄えた歴史を理解できた。米と水と

交通に恵まれた神崎は、江戸時代後期以降、

醸造業が栄え、現在も「発酵の町」として地

域振興の中心となっており、多くの産業遺産

も見ることができる。 

本誌を御覧になられている方々の地元にも、

国・県・市町村指定や未指定の文化財が多く

伝えられているであろう。現在の街や景観が

生まれる歴史を知ると、現在は歴史の上にあ

り、未来へと繋がっていることを感じる。小

学校中学年で、地元市町村を学ぶ学習がある

が、大人にとっても、改めて地元を振り返っ

てみることは、未来を考えていく上で必要な

ことではないかと感じている。 

神崎町神宮寺での見学風景 

千葉歴史の散歩道 

「文化財探検隊」～県内各地の歴史と地域性を楽しむ文化財めぐり～  

県教育庁教育振興部文化財課 
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